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学 位 論 文 要 旨 
 
Morphological and volumetric analysis of the development of atlantoaxial vertical 

















起の骨欠損）を行った。さらに3D TEIJIN Bone Structure Analysis System(3D-TBSAS)を
用いて、環椎、軸椎、環軸椎複合体の体積および3次元骨密度を測定した。OP群、非VS群、
VS群の3群において患者背景（年齢、身長、体重、Body Mass Index、RA罹病期間、ステロ










































審 査 結 果 の 要 旨 
本研究は、関節リウマチ（RA）の環軸関節垂直亜脱臼（VS）における環軸関節の形態学
的な変化と骨粗鬆症との関連性を検討したものである。その結果、VS進行の危険因子は、
年齢、RA罹病期間、腰椎骨密度であること、VSの特徴的変化は環椎と軸椎の外側塊の高さ
の減少であることを明らかにした。そして、VSの発生機序については、環椎後頭関節と環
軸関節に挟まれた環椎外側塊がRA炎症により骨脆弱化を来たし圧潰するとともに、軸椎は
環軸関節の炎症と荷重の力学的ストレスを受け圧潰し、進行すると推論した。また、RAに
おいて環椎、軸椎の骨密度は腰椎骨密度に相関すること示し、VSの進行に骨粗鬆症が密接
に関与する可能性を示唆した。本論文の内容は、RAにおける環軸関節の病態と発生機序を
解明したものであり、明らかに学術の水準を高めたものと認められる。 
